
6市報かんざき　1　月号

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
76
人
）
が
、
平
成
22
年
12

月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
３
年
間
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区

の
児
童
問
題
、
母
子
父
子
世
帯
、
高
齢
者
福
祉
、
保
健

環
境
衛
生
、
低
所
得
世
帯
援
護
、
障
害
者
福
祉
な
ど
全

般
に
つ
い
て
相
談
、
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

悩
み
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区
担
当
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

川浪千枝子

佐藤久仁子

峯松　和子

堤　　幸江

菊池　邦子

直塚レイ子

島村芙美子 内村　照子

石松　静子

德富　　則

牟田　研之

梅野　淑子

執行　　彰

松本　義幸

牟田　直美

川原千鶴子

井手美智子

江口　勝利

田中　　守

牟田　茂敏

木塚　國廣

平山　忠宏

小渕　清隆

石井　鳴美

實松　　悟久米　義博副島　善次日髙　照夫松永　　茂大久保利之

石丸　時雄鶴　　信孝

田原　義隆鴨川　教代

山﨑　瑞男江口ミチ子田原　紘子古賀　敬治

増田　洋一

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

〈
神
埼
町
〉

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
者

〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〜

●
主
任
児
童
委
員

　

地
域
に
お
い
て
児
童
福
祉
に
関
す

る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

区
域
を
担
当
す
る
児
童
委
員
と
一
体

と
な
り
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

〈
脊
振
町
〉

永原　照子 廣島　洋子

〈
千
代
田
町
〉

増田　和之 田中　和子

〈
神
埼
町
〉

氏　名 担　当　地　区
一丁目
二丁目（馬場川以西）
二丁目（馬場川以東）
三丁目
四丁目
協和町
西小津ヶ里
小津ヶ里
永歌・大門
本堀（町裏）
本堀（本村）
本堀（村下）
荒堅目・野目ヶ里・蔵戸・曽根ヶ里
出来町
神納・大依・田道
駅ヶ里
駅通り
平ヶ里
横武・上六丁・下六丁
池辺田・山田・鶴田
莞牟田・本告牟田
姉川上分・姉川下分
姉川東分・姉川西分
尾崎東分・岩田
尾崎西分・戸井土
伏部・野寄・柏原・平山・唐香原
野田・川寄・利田・猪面
犬の目
鶴西・鶴東
石井ヶ里・馬郡
右原・竹原
二子・八子
朝日・城原
志波屋・東山
三谷
的
小渕・仁比山

山﨑　瑞男
江口ミチ子
田原　紘子
古賀　敬治
田原　義隆
鴨川　教代
石丸　時雄
鶴　　信孝
實松　　悟
久米　義博
副島　善次
日髙　照夫
松永　　茂
大久保利之
松本　義幸
川原千鶴子
江口　勝利
牟田　茂敏
平山　忠宏
石井　鳴美
牟田　直美
井手美智子
田中　　守
木塚　國廣
小渕　清隆
増田　洋一
川浪千枝子
峯松　和子
菊池　邦子
石松　静子
牟田　研之
執行　　彰
佐藤久仁子
堤　　幸江
直塚レイ子
德富　　則
梅野　淑子



7 市報かんざき　1　月号

野中八重子逸水　征士西田　孝一中島　潔子 深堀　時子

田中　勝幸

中原　佳子

寺町　孝範

嬉野ナミ子

土井芳三郎

今村　和則

今泉テルヱ

富﨑　三郎

舩津貴美子

佐藤　俊治

近藤　仁美

　島　早苗

松永　　純

福井　良夫

江口はつ美

重松　光枝

垣永　末弘

中島八千代

野中　　忍

廣滝　順子芦原　宏海

納富　照海

梅﨑　和子

合田　信彦

一番ヶ瀬フサエ

西久保玲子

大澤キクヱ

野田キヌエ

〈
千
代
田
町
〉

〈
脊
振
町
〉

　

平
成
22
年
11
月
30
日
付
で
、
次
の

方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
神
埼
地
区
）

　

満
身
勉
・
川
副
孝
允
・
森
弘
義
・

田
中
英
人
・
江
頭
秀
昭
・
藤
瀨
清

次
郎
・
甲
斐
美
穗
子
・
牟
田
利
春
・

江
口
香
代
子
・
田
原
靜
子
・
関
桂

子
・
米
谷
清
美
・
藤
野
喜
美
子
・

手
塚
隆
・
宮
崎
滿
・
城
野
由
子
・

納
富
美
智
子
・
築
山
和
子

（
千
代
田
地
区
）

　

藤
井
浩
惠
・
井
上
勝
馬
・
米
光
三

代
子
・
佐
藤　

春
・
今
村
千
津
子
・

早
田
純
子
・
園
田
健
二
・
重
松
圭

子
・
坂
井
美
智
子
・
中
原
紀
好
・

八
谷
泰
正
・
田
中
勝
・
樋
口
文
子
・

平
不
二
雄
・﨑
村
晨
好
・
古
川
冨

士
子
・
江
島
里
子
・
山
﨑
美
智
代
・

宮
地
香
代
美
・
矢
ヶ
部
恒
實
・
宮

地
進
・
角
田
紀
美
子

（
脊
振
地
区
）

　

服
巻
タ
マ
ヨ
・
八
谷
勝
俊
・
小
栁

雄
輔
・
森
田　

子

●
主
任
児
童
委
員

　

佐
藤
等
（
脊
振
町
）

氏　名 担　当　地　区
黒津

﨑村

上神代・下神代

快楽・渡瀬・龍尾

栁島・大島

迎島・出来島

中津・大野・林慶

小鹿・用作・柴尾・小森田

上直鳥

下直鳥

姉

乙南里・新宿・大石

下黒井・上黒井・十条

嘉納・丙太田

丁太田・上地

詫東・詫西

高志・下板・藤西・又南里・藤東

原の町・境原

上犬童

下犬童

餘江・川﨑

東野ヶ里

上西・仲田町団地

下西・仁戸田

野中八重子

深堀　時子

逸水　征士

西田　孝一

中島　潔子

田中　勝幸

嬉野ナミ子

富﨑　三郎

　島　早苗

重松　光枝

中原　佳子

土井芳三郎

舩津貴美子

松永　　純

垣永　末弘

寺町　孝範

今村　和則

佐藤　俊治

福井　良夫

中島八千代

今泉テルヱ

近藤　仁美

江口はつ美

野中　　忍

氏　名 担　当　地　区
広滝東・広滝西
広滝下
岩屋・政所・倉谷
一番ヶ瀬下・一番ヶ瀬上
服巻・頭野
田中・古賀ノ尾・犬井谷
伊福・一谷・竜作・白木
東鹿路・大楮・鹿路上・鹿路下
鳥羽院上・鳥羽院下

廣滝　順子
芦原　宏海
梅﨑　和子
一番ヶ瀬フサエ
大澤キクヱ
納富　照海
合田　信彦
西久保玲子
野田キヌエ

退 

任



8市報かんざき　1　月号

　

市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
３

日
か
ら
21
日
ま
で
19
日
間
開
か
れ
、

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
、９
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
額
は
４

億
３
，
７
９
１
万
６
千
円
で
、
補
正

後
の
総
額
は
１
５
３
億
３
，
３
２
８

万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
新
規
事
業
と
し
て
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
H
i
b
（
ヒ
ブ
）

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
扶
助
金
を
県

の
交
付
金
と
合
わ
せ
て
５
，
２
９
４

万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
接
種
者
の
負
担
が
ゼ
ロ
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

改
修
費
用
に
２
１
０
万
円
、
大
豆
被

害
対
策
事
業
に
３
０
８
万
６
千
円
、

今
回
60
基
分
を
追
加
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

金
に
１
，
２
０
０
万
円
、
小
災
害
復

旧
事
業
補
助
金
に
２
，
２
８
６
万
5

千
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

議
案
関
係
で
は
、
神
埼
町
老
人

憩
い
の
家
、
千
代
田
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
脊
振
町
高
齢
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
荘
」、
せ
ふ
り
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し

て
神
埼
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
引

き
続
き
指
定
す
る
こ
と
や
、
神
埼
市

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

112
月
定
例
議
会
開
か
れ
る

月
定
例
議
会
開
か
れ
る

12
月
定
例
議
会
開
か
れ
る

　旧町村（神埼町、千代田町、脊振村）
発行の印鑑登録証を「神埼市印鑑登録証」
へ切替えを行っています。
　手続きの際には、「旧町村発行の印鑑登
録証」と新登録証受取用の「認印」をご
持参ください。各総合支所の市民福祉課で
も切替えを行っています。
◎問い合わせ先
　神埼市役所　市民課　☎37－0116

印鑑登録証の切替えについて

夜の市長室市長室夜の市長室市長室夜の市長室

◎問い合わせ先　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

12月は、神埼市役所で行い、9組（21人）が来庁されました。

18：00～20：00（1組30分程度）

○今後の予定

１月４日（火）
２月１日（火）

千代田総合支所
脊振総合支所

と　き と　こ　ろ
※当日の来庁順で受け
付けを行います。

※お住まいの地区に関
係なくお越しいただけ
ます。

（単位：千円）
事業名 補正予算額 事業の内容 担当課

住民基本台帳システム改修 市民課
☎37－0116

保健環境課
☎37－0112

福祉課
☎37－0110

脊振総合支所
市民福祉課
☎59－2111

2,100

予防接種事業（子宮頸がん予防ワクチン） 18,720

○一般会計補正予算の主な内容（☆は新規事業）

外国人登録制度が廃止され、中長期滞在者や特別永住者等
についても住民基本台帳法の適用を受ける。これに伴い、住
民基本台帳システムの改修に係る調査分析費用。

接種を希望する中学１年から高１の女子に対し、ＨＰＶワクチン
接種費用の全額を補助する。

予防接種事業（小児用肺炎球菌ワクチン） 20,220 接種を希望する０歳から４歳までの乳幼児に対し、肺炎球菌ワ
クチン接種費用の全額を補助する。

予防接種事業（Hibワクチン） 14,000 接種を希望する０歳から４歳までの乳幼児に対し、Ｈｉｂワクチ
ン接種費用の全額を補助する。

住宅用太陽光発電システム設置費補助金 12,000 当初計画を大幅に超えるペースで現予算分の申請があり、市
民の太陽光発電に対する要望に応えるため、補助金の追加。

佐賀県安心こども基金特別対策事業費 336 公共施設に対してベビーシートを整備して、子育て家庭が安心
して外出できる環境を整備する。

農林水産課
☎37－0106

大豆被害対策事業

☆

☆

☆

☆

☆

☆ 3,086 7月の大雨による大豆発芽不良等の大規模な被害発生で播
き直しを行った農家に対し、経費の一部助成をする。

小災害復旧事業補助金 22,865
7月10日から15日にかけての豪雨により発生した農地と農業
用施設の国庫補助事業とならない小災害に対する復旧に要
する経費を補助する。

不妊治療支援事業を実施しています
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12
月
定
例
議
会
開
か
れ
る

夜の市長室夜の市長室

　太陽光発電設置補助事業は、平成22年10月から受付を一時中断
していましたが、平成23年１月から受付を再開します。
　申請は、工事着工前に申請が必要です。また、中断期間中に着
工された方についても申請を受け付けますが、申請額が予算額に達
した時点で受付を終了します。
○補助金を申請することができる方
　住宅用太陽光発電システム（10kW未満）の設置予定住宅の電
灯契約者で、補助金の交付申請をする時点で納期限の到来した神
埼市の市税を完納しており、次の（Ａ）または（Ｂ）のいずれかに
該当する方
（Ａ）自ら居住する神埼市内の既存または新築の戸建住宅に新規
に対象システムを設置しようとする方

（Ｂ）神埼市内の対象システム付き建売住宅を購入して居住しようと
する方

○補助金額　１件あたり２０万円
　ただし、設置に要する経費の自己負担額が２０万円以下の場合は、
その額（１,０００円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）
※太陽光発電システムの増設は、対象になりません。
※補助金の交付を受けるには、九州電力（株）との余剰電力需給
契約が必要です。
※この事業は、平成23年度までの予定です。事業の詳細は、３月号
でお知らせします。
◎問い合わせ先
　神埼市役所　保健環境課　☎37‐0112

◆太陽光発電の契約は慎重に！
　設置契約にあたっては、トラブルに巻き込ま
れないように注意してください。

 ここがポイント！！
①必ず複数の見積を取り、納得できる事業者
と契約しましょう。補助金が交付されても高
額の契約です。特定の事業者と契約を急ぐ
ことなく、複数の事業者の見積を取り、慎
重に契約しましょう。
②補助金、発電量、売電量などについて、
自分でも情報収集しましょう。事業者の言
い分を鵜呑みにせず、信頼できる機関や人
に質問、相談しましょう。

○相談時間　9：00～17：００
　※土・日・祝日も相談を受付けています。
　※1月の相談は、4日㈫からです。
◎問い合わせ先
　佐賀県消費生活センター
　（佐賀県くらしの安全安心課）
　☎24‐0999

契約などで困った時はすぐ相談！

住宅用太陽光発電システム設置費補助の受付を再開します

不妊治療支援事業を実施しています不妊治療支援事業を実施しています不妊治療支援事業を実施しています
　神埼市では平成21年４月から不妊治療を受けている方
の経済的負担の軽減のため、治療費の一部を助成して
います。
〇助成対象者
・婚姻届を行った夫婦で、神埼市に引き続き１年以上住
所登録をしている方
・夫婦の前年の所得合計額が730万円未満の方
〇助成対象となる不妊治療
　健康保険が適用されない夫婦
間で行う「人工授精」「体外受精」
「顕微授精」
※医師の判断に基づき、やむを得
ず治療を中断した場合について
も助成の対象となります。

〇助成金額
　医療機関に支払った助成対象治療費の額に10分の7
を乗じて得た額から、佐賀県不妊治療支援事業助成金
額などを差し引いた額と初年度20万円、次年度以降10
万円を比較して少ない額。
〇助成期間　通算して５年間
〇申請期限
　平成22年度治療終了分については、平成23年3月31
日が申請期限となっています。早めの申請をお願いします。
※ただし、治療終了日が2月1日から3月31日までの場合
は、4月30日まで受け付けます。
　詳しくはお問い合わせください。
◎申請・問い合わせ先
　神埼市役所　保健環境課　☎51－1234


